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摩
ま

利
り

支
し

天
て ん

塚
づ か

・琵
び わ

琶塚
づ か

古
こ

墳
ふ ん

「摩利支天塚古墳（左）」と
「琵琶塚古墳（右）」を空から見た写真だよ。
ここは小山市の北部にある、飯

いいづか

塚という所
で、思川と姿

すがた

川の間にあるんだよ。

２つの古墳は、栃
とち

木
ぎ

県
けん

最
さい

大
だい

級
きゅう

の古墳で、
※１国

くに

指
し

定
てい

史
し

跡
せき

になっているよ

※１　国指定史跡…�国から指定された史
し

跡
せき

。 「史跡」とは、貝
かいづか

塚・集
しゅう

落
らく

跡
あと

・城
しろあと

跡・古墳などの遺
い

跡
せき

のうち、歴
れき

史
し

・学
がく

術
じゅつ

上
じょう

価
か

値
ち

の高いものを指
さ

します。

摩利支天塚・琵琶塚古墳について調べてみましょう。

小山市児童用  まりこちゃん・びわくんと学ぶ
摩利支天塚・琵琶塚古墳学習パンフレット

もっと知りたい！

まりこちゃん びわくん

国
くにしていしせき

指定史跡
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古
こ

墳
ふ ん

ってなあに？

いつごろ つくられたのかな？

　古
こ

墳
ふん

はね、その地
ち

域
いき

を支配していた王や豪
ごうぞく

族（権
けん

力
りょく

をもった人）が、死

んだ後も自分の力の大きさを示
しめ

すためにつくらせたお墓
はか

なんだ。古墳の大

きさは、そこに眠
ねむ

っている人の力の大きさを示しているんだよ。

　3世紀ごろ、卑
ひ み こ

弥呼の時代から日本各
かく

地
ち

で古墳がつくられるようになり、

7世
せい

紀
き

ごろまで古墳はさかんにつくり続
つづ

けられました。このころを「古墳

時代」と呼
よ

んでいます。

　思川流
りゅう

域
いき

では、5世紀後半ごろから古墳がつくられ始め、この地
ち

域
いき

を

おさめていた豪族 2代のお墓
はか

として「摩
ま

利
り

支
し

天
てん

塚
づか

古
こ

墳
ふん

」「琵
び わ

琶塚
づか

古
こ

墳
ふん

」が

つくられました。

　多くの古墳は、亡
な

くなった人を納
おさ

める部屋

( 石
せきしつ

室 ) とそれをおおう大きな盛
も り ど

土（墳
ふんきゅう

丘）、

回りにめぐらされた溝
みぞ

（周
しゅうこう

湟や周
しゅうほり

堀）からで

きているよ。石室の中には遺
い

体
たい

といっしょに

いろいろな品
しなもの

物 ( 副
ふくそうひん

葬品）

が入れられていて、墳丘

の上には埴
はに

輪
わ

などが置
お

か

れているよ。 （　形
けい

象
しょう

埴輪　）

※大阪府堺市博物館提供

　右は、大
おお

阪
さか

府
ふ

堺
さかい

市
し

にある日本
で一番大きな（長さ約 486m）
前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳 (P3）「大
だい

山
せん

古
こ

墳
ふん

」だよ。

　「摩利支天塚・琵琶塚古墳」は、栃
とち

木
ぎ

県
けん

最
さい

大
だい

級
きゅう

の前
ぜんぽう こ う え ん ふ ん

方後円墳です。
この古墳の大きさから、この地域が当時の下

しもつけぬ の く に

毛野国（現在の栃木県南半分）
の中

ちゅう

心
しん

的
てき

な役
やくわり

割を果
は

たしていたことが分かります。
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古墳はどうやってつくるのかな？

小山市にはこんな形
かたち

の古墳があるよ

他
ほか

にも、全国にはいろいろな
形をした古墳があるよ。

摩利支天塚古墳（左） 
琵琶塚古墳（右）

① 石室をつくる穴をほる。

④ 周
まわ

りに周
しゅう

堀
ほり

をほる。

② 河原石でかべをつくる

⑤ 石室の上に小さな墳
ふんきゅう

丘をつくる

③ 天井に大石をかける。

⑥ 墳丘を大きくして埴
は に わ

輪を並
なら

べる

　古
こ

墳
ふん

の多くは、表面に石がしきつめられ、いろいろな形の埴
はに

輪
わ

が置
お

かれ
ました。古墳を築

きず

くには、すぐれた技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

( 設
せっ け い し ゃ

計者や現
げん

場
ば

かんとくなど）
と多くの人（石・土・食

しょくりょう

料・道
どう

具
ぐ

などを運ぶ人、土
ど

木
ぼく

作
さ

業
ぎょう

をする人・埴輪
を作る人、食事を作る人など）を働

はたら

かせることのできる、大きな権力をもっ
た人の力が必

ひつよう

要だったと考えられています。
　また、古墳が川の近くに多く残

のこ

されているのは、石
せきしつ

室の壁
かべ

に使う河
か わ ら い し

原石
や天

てんじょう

井に使う大
おおいし

石が、川を利
り

用
よう

して運ばれたためと考えられます。

《 横
よこあなしきせきしつ

穴式石室のつくり方 ( 例 ) 》（5 世
せ い き こ う は ん い こ う

紀後半以降）

《 前
ぜ ん ぽ う こ う え ん ふ ん

方後円墳 》

《 円
え ん ぷ ん

墳 》 《帆
ほ た て が い が た こ ふ ん

立貝形古墳 》 《方
ほ う ふ ん

墳 》

円
えんけい

形と長方形をつな
ぎ合わせた形です。
摩
ま り

利支
し

天
てん

塚
づか

・琵
び わ

琶塚
づか

古墳もこの形をして
います。

上から見ると丸
まる

い形をしていま
す。日本で最

もっと

も
多く見られる古
墳です。

ホタテ貝の形に似
に

ている古墳です。

上から見ると
四角い形をし
ています。
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摩利支天塚古墳北側から

　５世
せい

紀
き

から６世紀はじめに、下
しもつけ ぬ の く に

毛野国をおさめていた豪
ごうぞく

族のお墓
はか

としてつ
くられた、長さ約120㍍の前

ぜんぽうこ う え ん ふ ん

方後円墳です。墳
ふんきゅう

丘は、前方部・後円部とも2
段
だん

になっていて、前方部分の先たんが「剣
けん

菱
びし

型
がた

（ひし形）」をしている点が
特ちょうです。つつ型

がた

の円
えん

筒
とう

埴
はに

輪
わ

のほか、人や馬の形をした埴輪がたくさん
見つかりました。
　古墳のまわりには、古墳と外部を区

く

別
べつ

したり、古墳に土を盛
も

るためにほら
れた周

しゅう

堀
ほり

が、二重にあります。昭和 53年（1978年）国の史
し

跡
せき

に指定され
ました。
　高さ11㍍の後円部には、「摩

ま

利
り

支
し

天
てん

社
しゃ

」がまつられ、本
ほんでん

殿は市の文
ぶん

化
か

財
ざい

に
指定されています。

後円部「摩利支天社」

墳長
約 120m

後円部
（2段）

前方部
（2段）

剣菱型
周堀（しゅうほり）

摩
ま

利
り

支
し

天
て ん

塚
づ か

古
こ

墳
ふ ん

を調べてみよう !
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　６世
せい

紀
き

前半、「摩
ま

利
り

支
し

天
てん

塚
づか

」に続
つづ

いてつくられた長さ約 125㍍の大
おお

型
がた

（県
けん

内
ない

最
さい

大
だい

級
きゅう

）の前
ぜんぽうこ う え ん ふ ん

方後円墳です。墳
ふんきゅう

丘の前方部は２段
だん

、後円部は３段になっ
ていて、つつ型の円

えんとう

筒埴
はに

輪
わ

がたくさん見つかりました。
　古墳のまわりには、周

しゅう

堀
ほり

が二重に掘
ほ

られていて、左右対
たいしょう

称の形ではありま
せん。大正15年（1926年）、国の史

し

跡
せき

に指定されました。
　前方部に木

もく

道
どう

が整
せい

備
び

されていて、高さ約
やく

11㍍の古墳の一番上までも登る
ことができます。古墳の東側

がわ

には地
じ

元
もと

の人たちの育てた菜
な

の花畑が広がり、
春には桜

さくら

並
なみ

木
き

とともにとてもきれいな景
け

色
しき

が広がります。

琵琶塚古墳から見つかった埴輪

朝
あさがお

顔形
がた

埴輪 円筒埴輪

後円部
（3段）

中堤
（ちゅうてい）

前方部
（2段）

周堀（しゅうほり）

墳長
約 124.8m

菜の花と琵琶塚古墳

琵
び わ

琶塚
づ か

古
こ

墳
ふ ん

を調べてみよう !
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　琵
び わ

琶塚
づか

古
こ

墳
ふん

を発
はっくつ

掘しているよ。長い年月の間に土に

うまってしまった古墳を丁
ていねい

寧に掘
ほ

りおこしていくこと

で、つくられた当時はどんな形をしていたのか、くわ

しく調
しら

べているんだよ。

　木を切って、調
ちょう

査
さ

の準
じゅん

備
び

をするよ。

　ぼうのような物をさし

て、しるしをつけているよ。　　　

　大切な文
ぶん

化
か

財
ざい

だから、掘
ほ

る場
ば

所
しょ

もしんちょうに決め

ていくんだね。

発
は っ く つ

掘の様
よ う す

子

　まず、調査をする場所の表
ひょう

面
めん

の土

を取
と

りのぞいて、少しずつ掘ってい

くよ。

　たくさんの出
しゅつ

土
ど

品
ひん

（埴
はに

輪
わ

がわれたもの

など）が出てきたね。

　小さなシャベルなどを使って、一つ一

つ手
て

作
さ

業
ぎょう

で掘
ほ

り出していくんだよ。

まりこちゃん
びわくん
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　発
はっくつ

掘で見つかった埴輪や

出
しゅつ

土
ど

品
ひん

は、展
てん

示
じ

施
し

設
せつ

で大切

に保
ほ

管
かん

されています。

　埴
はに

輪
わ

の形がそのまま残
のこ

されている部

分が出てきたよ。

埴輪をきれいに掘
ほ

リ出したあとだよ。

 こんなふうに 1

列
れつ

に並
なら

べられて

いたんだね。

 穴
あな

のあとがくずれ

ないように、中に

砂
すな

を入れて穴をう

めておくよ。

 貴
き

重
ちょう

な史
し

跡
せき

をこれか

らもずっと大切に残し

ていくために、もとに

もどしておくのね。
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　小山市では、摩
ま

利
り

支
し

天
てん

塚
づか

・琵
び わ

琶塚
づか

古
こ

墳
ふん

にたくさん
の人に来ていただき、古

こ

代
だい

の様
よう

子
す

を感
かん

じてもらうこと
ができるよう、発

はっくつ

掘調
ちょう

査
さ

や
拠
きょてん

点施
し

設
せつ

をつくる計画を進
すす

めています。

　小山市には、１０００基
き

以
い

上
じょう

の古
こ

墳
ふん

がありました。（すでに消
しょうめつ

滅している
ものも含

ふく

む）そして、国や県
けん

の指
し

定
てい

史
し

跡
せき

も数多く残
のこ

されています。下の地図
を見てみましょう！

小 山 市 の 取 組 !

小山市がほこる多くの古
こ

墳
ふ ん

拠点施設完
かんせい

成イメージ図

まりこちゃん
びわくん
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